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　６月７日から８月２日までの間（計５日間）支援活動員養成講座を開催しました。
５名の方が全日程を終了し、新しく支援活動員として採用されました。
　今後の活躍が期待されます。

　犯罪被害者週間期間中に松江駅前でチラシ配り等の街頭活動、いきいきプラザや運転免許センターに
おいてパネル展示を実施し、犯罪被害者支援について周知を図りました。

令和７年度 支援活動員養成講座の開催

犯罪被害者週間の取り組み 11月25日～12月１日

《 理事長 あいさつ 》

いきいきプラザロビー

《 グループワーク 》

松江駅前

《 臨床心理士による講義 》

島根県運転免許センター
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９月23日に島根県運転免許センターで開催され

た「交通安全しじみフェスティバル」には親子連れ
などたくさんの方が来場され、パトカーや白バイの
展示走行など、普段目にすることのない光景に歓声が上がって
いました。

当センターの支援員も参加し、負
けずに声掛けをしたり、来場者にパ
ンフレット等を配布しました。



4

2026（令和８）年１月 Shimane Victim Support Center

大学生ボランティア

をご紹介します スコット
しまね防犯サークルＳＣОＴ
2009年10月、当時島根県立大学浜田キャンパス１年生だった一人の女子学生がアルバイトか

らの帰宅途中に消息を絶ち、殺人死体遺棄事件の被害者となりました。

「しまね防犯サークルSCOT」はこの悲
しい事件を忘れることなく、学生自らの手
で、安全・安心な地域づくりに取り組むこ
とを目的として2011年５月に発足した自
主防犯サークルです。

週２回、夜間パトロールを継続実施する
ほか、毎年10月26日には学内においてキャ
ンドルを灯し、慰霊とともに安全・安心を
誓う「はまだ灯（ともし）」を企画してい
ます。

　大学祭「海遊祭」(10/12・13)において
　　●新聞報道（当時）のパネル展示　　●島根被害者サポートセンターの広報
　　●「はまだ灯」で使うキャンドルカバー制作
などのブースを設けたところ、多数のご来場をいただきました。

※「SCOT」とは、
　「Social  Communicate  Offering  

Team」の頭文字を取った略称

SCOTとのコラボ企画実施

パトロールの写真

「はまだ灯」の様子

パネル展示コーナー キャンドルカバー制作状況
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《 令和７年度「命の大切さを学ぶ教室」の開催状況 》
開催日 開　催　校 講　師 開催日 開　催　校 講　師

4月26日 小 野 中 学 校 中谷加代子さん 10月23日 松 江 工 業 高 等 学 校 三浦由美子さん

5月  8日 出 雲 高 等 学 校 江角由利子さん 10月28日 松徳学院中学校・高等学校 一井　彩子さん

5月27日 松 江 第 一 中 学 校 中谷加代子さん 11月  5日 大 田 高 等 学 校 江角由利子さん

5月28日 都 万 中 学 校 江角由利子さん 11月13日 松 江 農 林 高 等 学 校 三浦由美子さん

5月29日 西 郷 中 学 校 江角由利子さん 11月28日 松 江 第 三 中 学 校 三浦由美子さん

6月20日 川 本 中 学 校 江角　弘道さん 12月  3日 開 星 中 学 校 江角由利子さん

10月  8日 石見智翠館高等学校 中谷加代子さん 12月  5日 開 星 高 等 学 校 一井　彩子さん

「命の大切さを学ぶ教室」「命の大切さを学ぶ教室」の開催の開催

西郷中学校
講師　江角由利子さん（島根）
演題「亡くなった娘からの生命のメッセージ」

松徳学院中学校・高等学校
講師　一井彩子さん（大阪）
演題「命の大切さを考える
　　　～子供たちを被害者にも加害者にもしないために～」

●加害者も被害者も出ないように、命の尊さ、そして周りの人を頼り支えあうことの大切さ、生きて
いることの幸せを心にとめて前に進んでいこうと思います。

●「いじり」もとらえ方によっては「いじめ」になると思うので、これからは相手の気持ちを考えな
がら言葉を発していかなければと思った。

●講演を聞いて一つ気付いたことは、まず、自分が幸せになるということです。自分が幸せでなけれ
ば生きている意味もわからないし、何より周りの人を幸せにできないからです。

●友達から相談を受けることがあれば、すべて理解するのは難しいけれど、「わかってあげたい」「寄
り添ってあげたい」という気持ちを忘れずにいたいなと、今日の講演で改めて思いました。

●「生きているだけでいい」「生まれてきてくれてありがとう」という言葉に、私は目に涙が浮かびま
した。死にたいなんて今は思ってないけどいつかは思う日が来るかもしれないから、自分を必要と
してくれている人がいると思いながら生きていきたいです。

●「あなたたちはここにいるだけで価値がある」と言われた時には、自分の中にあった「生きている
価値ってなんだろう？」という疑問が一つ解けたような気がしました。

●今は親に「ありがとう」なんて感謝の気持ちはなかなか伝えられないけど、いつかはしっかり伝え
たい。

感想一部抜粋
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このニューズレターは「赤い羽根共同募金」の
助成を受けて作成しています。

「被害者支援自動販売機」の設置に協力いただいている企業様

● アシード（株）	 ● (株)アペックス西日本
● (株)キリンビバックス	 ● コカ・コーラボトラーズジャパン(株)
● ネオス(株)	 ● 森田製菓(株)      
● (有)日本海商事

～ご協力いただき、誠にありがとうございます～～ご協力いただき、誠にありがとうございます～

公益社団法人
島根被害者サポートセンター
〒690-0011 松江市東津田町 1741-3
TEL  0852-32-5928　FAX  0852-33-7928
e-mail　info@shimane-vsc.or.jp
HP  http://www.shimane-vsc.or.jp

発行・編集

【賛助会員年会費】
＊個　　　人 １口 2,000円～
＊法人・団体 １口 10,000円～

口座名義：公益社
シャ）

団法人島
シマ

根
ネ

被
ヒ

害
ガイ

者
シャ

サポートセンター
　○山陰合同銀行　県庁支店（普通）3641702
　○島根銀行　　　本　　店（普通）0720538

（いずれの口座も口座名義は同じです）

賛助会費や寄付は、税制上の優遇措置が受けられます。
法人の場合
一般寄付金の損金算入限度額とは別に別枠の損金算入額が設けられており、その限度額までの寄付金額を
損金に算入できます。

個人の場合
所得税：「所得控除制度」又は「税額控除制度」のいずれかの制度を選択できます。
住民税：県民税及び市町村のうち条例指定されている市町村民税について税額控除の対象となります。

賛助会員への入会・ご寄付のお願い賛助会員への入会・ご寄付のお願い

※詳しくは国税庁のHP、住民税については島根県やお住まいの市町村のHPをご覧ください。

ホンデリング

あなたの本が、犯罪被害に遭って

苦しんでいる方たちへの

支援活動につながります。

～本でひろがる支援の輪～

お申し込み方法

買取相当額が島根被害者サポートセンターに寄付されます

《 PCの場合 》
チャリボンＷＥＢサイトの「全国被害者支援ネットワークのページにアク
セス。末尾の「本で寄付する」をクリックし、お申し込みフォームに必要
事項を入力（個別コード欄に〈N39〉を入力）し送信。
ご指定の日に宅配業者が引き取りに伺います。

《 スマホの場合 》
右のQRコードを読み込んでいただければ、島根被害者サ
ポートセンター申し込みフォームにアクセスできます。

本、アルバムCD、DVDを段ボールに詰めます。

　当センターの活動は、皆様から寄せられる会費・
ご寄付により支えられています。
　活動に賛同していただける賛助会員を募集して 
おります。ご入会いただける方は事務局までご連絡
ください。賛助会員申込書及び振込用紙をお送りし
ます。


